令和６年度八頭町教育委員会　３月定例会 会議録
〇日　　　時　　　令和７年３月２６日（水）　午後１時３０分～午後２時５０分
〇場　　　所　　　八東庁舎　２階　第１会議室

〇出席委員　　　小林委員、上島委員、大上委員、谷口委員

〇欠席委員　　　なし
報告
・教員の人事が決まった。配置はできたが加配が減ってるため、どの学校も厳しいが、校長が知恵を絞ってやってくれる。
・発達障がい等の生徒に対応できるよう、スクールバス管理運営規則を改正する議案を今回挙げている。
議事
議案第１号　八頭町スクールバス管理運営規則の一部改正について
・発達障がい等で自転車での通学が困難な生徒がスクールバスで通学できるようにするため規則を一部改正するもの。手続きを簡素化するために許可願を提出してもらう。現行規則ではスクールバス運営委員会の意見を聞かなければならないと規定されているが、そこまでの内容でないため、併せて改正する。
（委員）許可されたら、自転車通学ではなくなるのか。
（教育長）スクールバス通学になる。そもそも自転車に乗れないので自転車通学は危険。
（委員）他生徒が特別感を持ってしまい、陰口やいじめに繋がらないようにしてほしい。他保護者が理由を知っていればいいが、理由を知らずに乗車しているのを見て、自分の子も乗せてほしいと思う保護者もゼロではないと思うので、事前に手を打ってほしい。
（教育長）そのために許可願をもらう。
（委員）保護者や生徒への説明はするか。
（教育長）生徒には共通認識を持ってもらう時間を持たないといけないと思っている。保護者に対してまでは考えていないが、例えばPTA総会等で伝えることはできる。
（委員）学校に行きにくくならないように、できる先手を打ってほしい。
（委員）対象になるかどうかの判断はどうやってするか。保護者が申請すればいいのか。この要綱ができることを保護者は認識できているか。
（教育長）この制度はこれからで、対象は療育手帳等で認める者としている。
（委員）療育手帳等を持っているのに乗れないということはないか。
（教育長）程度の問題なので、手帳を持っていても必ず自転車に乗れないわけではない。今回のケースは、自転車だと非常に危険が伴う、特性により経路を覚えられないなどの状況があるため対応するもの。そんなに多くあるケースではないと思う。もし他にあればできる対応をする。
（委員）グレーゾーンの申請は受けにくいのか。
（教育長）証明は必要。証明がない場合は説明責任が果たせなくなる。
（委員）保護者によっては隠しておきたい人もある。安全に学校に行き帰りすることが最優先ということで保護者に理解してもらうということでよいか。
（教育長）手が挙がれば対応したい。半強制的にどっちかということではない。
・全委員一致で承認した。
議案第２号　八頭町遠距離通学費補助金交付要綱の制定について
・現在、スクールバス私都線は落岩までしか行かない。落岩から明辺までは道路の幅員が狭く行けないため、保護者にその区間の送迎をお願いし、送迎に係る費用を補助するもの。
・いずれは中学校も必要になるかもしれないが、当面は小学校のみに対応する要綱としている。
（委員）雪が降ったらどうするのか。
（教育長）除雪はされるが、冬場は町外に住むかもしれない。その場合は補助金は支給しない。あくまでも八頭町に住む方への補助。
・全委員一致で承認した。
議案第３号　八頭町小・中学校の区域外就学に関する規則の一部改正について
・システム標準化により全国統一の様式になるため改正するもの。
・全委員一致で承認した。
議案第４号　公立学校情報機器整備事業に係る各種計画の策定について
   ・令和７年度にギガスクール構想による１人１台端末の更新にあたり、文部科学
省から出されているギガスクール構想加速化基金管理運営要領に基づき各市
町村で事業計画の策定・公表が義務付けられている。
（委員）この計画に対する評価は求められるのか。
（教育長）そこまでは求められないと思う。なかなか評価するのは難しい。
（委員）利用できる環境を整えてほしい。アドバイスする人など。
（教育長）補助金はハードのみなので物が入ればよい。ICT支援員がいるので、疑問点を解決できる手段はある。
（委員）子ども達がICTを活用することにどんな意味があるのか、生きる力、そこを先生たちが踏まえた上でやらないと、ICT支援員がいたらそれをすればいいんだというのは本末転倒。本当は先生が理解し、具体的な操作の部分をICT支援員にしてもらう。一部の先生だけが知っているのはちがう。
（教育長）専門家を呼んで研修する機会を設けるという案内が県からきているので、それはやってみてほしいと思っている。
（委員）この忙しいのに新しいことをしろということかと考えるのは足元しか見てない。子どもの生きる世界を見ていない。10年後20年後生きていくために今力をつけておかないといけない。校長が先生達に言わないといけない。
（教育長）パソコンが普及して30年。今の子供たちは生まれた時からパソコン、スマホ、タブレットがある。今の先生が育ってきた時代とは異なるので、そこを前提として教えないと。
（委員）見るか見ないかではなく、見た後にどうするかの判断力を育てる。
 ・全委員一致で承認した。
議案第５号　八頭町家庭教育支援チーム員の委嘱について
 ・昨年度より１名増員。
・全委員一致で承認した。
　　
その他
・八頭町標準学力調査の結果について

（委員）各学校の先生も結果は知っているか。

（指導主事）学校でも分析しており、課題になるところについて復習などで取り組んでいる。

（委員）学習指導要領の評価については目標に準拠した評価。ABC評価だった場合、全員がBのハードルを超えるのが目標。評定１の児童を無視してはいけない。これを評定２まで上げて、先生の責任が果たせると思ってもらわないといけない。

（指導主事）６年生の算数は評定１の児童がかなり減った。ある学校では、練習問題をするときに前に机を置き、個別支援が必要な子がさっと行けるような場所を作り自然に子どもが集まれるようにしてあった。このようなよい取組を他学年でも取り入れてもらえないかと伝えた。学級の基盤作りもとても大事。

（委員）良い事例を教育委員会でももっと集めて全部の学校へ共有する。評定１の子にどういう風に関わっていくか。新1年生の算数が今回低いのは理由があるか。

（指導主事）そこまでは分析できていないが、足し算引き算など基本的なところがつきにくかったように感じる。

（委員）子ども達の学力の課題ではなく、指導の課題。誰が教えたか。教えた責任の捉えが、小学校は次の学年に送りだしたら終わりという意識があり、誰も責任を感じない。指導の課題を踏まえて、校長が言わないといけない。もっとシビアに授業改善していくサイクルになってほしい。

（委員）指導力は学級経営力が大きい。何が足りないかを先生が理解して何をやっていこうか考える。とても難しいが、しないと変わらない。

（参事）子供たちが安心して落ち着いて学習に取り組める雰囲気だと学力がついていると感じる。学級経営が基盤だと思う。

（委員）子供が先生を好きだと上がる。ただ優しいからでなく、人として好きだと嫌いな授業も入る。去年何もしなかったのに今年は上がっているなど、小学生は特に先生が好きという部分が影響してくると思う。

（委員）5.6年でがっしり締めて管理型の学級経営にすると、中学校に入学して自由だと感じてしまうのがよくあるパターン。このパターンを変えないといけないと思う。3.4年で締めて、5.6年は若い先生にするなど。

（教育長）中学校から小学校へこの程度の力はつけてほしいというリクエストをしてもらおうとしたが、遠慮してあまり言われなかった。次の校長会で中学校長から共通認識をするための話がある予定。

・八頭町職員の人事異動について

・４月１０日（木）町内小学校入学式　開式９：３０～
　　　　　　　　  八頭中学校入学式　開式１３：３０～
・４月　２日（水）学校管理職会の歓送迎会
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